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要旨 

 
当研究所は，1988年度から本県の環境中及び食品に含まれる放射性物質の調査を行っており，本報告
では，2019年 4月から 2020年 3月までの調査結果について報告する．  
全β放射能測定は，定時降水試料の全てにおいて検出限界値未満であった．γ線核種分析は，茶 2試
料から Cs-137が 0.15 Bq/kg，0.31 Bq/kg，土壌 2試料から Cs-137がともに 1.4 Bq/kg検出されたが，
過去に検出された値と同程度の数値であった．その他のγ線核種分析試料の人工放射性物質の数値は検

出限界値未満であった．緊急時モニタリング及びモニタリングポストによる空間放射線量率は，過去に

検出された値と同程度の数値であった． 
なお，本調査は原子力規制委員会原子力規制庁からの受託事業として実施したものである． 
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はじめに 
 

本県では，1988年度から国委託の全国調査の一
環として平常時における環境放射能調査を続けて

おり，このたび 2019 年度の調査結果を取りまと
めたので，その概要を報告する． 
 

方法 
 
１ 調査対象 
１）定時降水 
当研究所の屋上に降水採取装置を設置し，降雨

があった翌日（休日を除く）午前 9時に降水を採
取した．採取した降水に担体等（I－，Ag＋，HNO3）

を添加した後，濃縮乾固し，全β放射能を測定し

た． 
２）大気浮遊じん 
当研究所の屋上にハイボリュームエアサンプラ 
ーを設置し，大気浮遊じんをろ紙上に採取してγ

線核種分析を行った．毎月 3回採取し，3か月分
を併せて 1測定とした． 
３）降下物 
水を張った大型水盤を当研究所の屋上に設置し，

降下する放射性物質を捕集した．捕集した降下物

に担体等（Sr2＋，HNO3）を添加した後，濃縮乾

固し，γ線核種分析を行った．毎日採取し，1か
月分を併せて 1測定とした． 
４）陸水 
当研究所の試験室内に宮崎市上下水道局から供

給される蛇口水を 1年に 1回採取し，降下物と同
様の方法で処理してγ線核種分析を行った． 
５）土壌 
ほ場 1か所から 1年に 1回採取した上層（0～5 

 cm）及び下層（5～20 cm）の土壌を乾燥，粉砕
及び分取し，γ線核種分析を行った． 
６）精米，牛乳 
それぞれの生産地 1か所から 1年に 1回採取し 
た各試料を，前処理を行わずγ線核種分析を行っ 
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た．  
７）野菜 
生産地 1 か所から 1 年に 1 回採取した野菜（ダ 

イコン，ホウレンソウ）を乾燥，炭化及び灰化し，

γ線核種分析を行った． 
８）茶 
茶園 2か所から生産された荒茶を 1年に 1回採

取後，乾燥，炭化及び灰化し，γ線核種分析を行

った． 
９）空間放射線量率 
モニタリングポストを当研究所屋上及び県内 3

保健所（都城，小林及び延岡）に設置し，常時測

定を行った． 
）その他（緊急時モニタリング） 
東日本大震災による東京電力（株）福島第一原

子力発電所事故に伴い，1 月に 1 回，当研究所に

おける地上1 m高さの空間放射線量率測定を行っ

た． 
 
２ 使用機器 
１）全β放射能測定 
全β放射能測定装置（令和元年 12 月 22 日まで

アロカ製 JDC-3201，令和元年 12 月 23 日から日

立製作所製 JDC-5200） 
２）γ線核種分析 
ゲルマニウム半導体核種分析装置（SEIKO 

EG&G 社製 GEM25P4-70･MCA7600） 
３）空間放射線量率測定 
ａ）当研究所及び県内 3 保健所設置 
モニタリングポスト（日立アロカメディカル製

MAR-22） 
ｂ）当研究所における地上 1m 高さ 

NaI シンチレーションサーベイメータ（アロカ

製 TSS-166） 
 

結果 
 

まず，定時降水試料中の全β放射能測定結果を

表 1 に示す．2019 年度は総量 3,174.0 mm の降水

があり，全β放射能を測定した結果，全てにおい

て検出限界値未満であった． 
次に，ゲルマニウム半導体検出器による環境及

び食品試料中のγ線核種分析結果を表 2 に示す． 
前年度は、土壌 2 試料及び茶 1 試料から Cs-137

が検出されたが 1)、2019 年度は茶 2 試料及び土壌

2 試料から Cs-137 が検出された。これら 4 試料

は、2016 年度から 2018 年度までの過去 3 年間に

検出された数値と同程度であった．また，その他

の試料については，人工放射性物質は検出限界値

未満であった． 
さらに，緊急時モニタリングとして測定した地

上 1m 高さでの空間放射線量率を表 3 に示す．1
年をとおして，測定値は 2016 年度から 2018 年度

の過去 3 年間の値の範囲内であった． 
最後に，モニタリングポストによる空間放射線

量率調査結果を表 4 に示す．4 か所の観測地点い

ずれの測定値においても，2016 年度から 2018 年

度の過去 3 年間の平均値とほぼ同程度の数値であ

った.  
 

まとめ 
 

2019 年度における県内の降水，大気浮遊じん，

降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，牛乳，野

菜（ダイコン，ホウレンソウ）及び茶の放射能並

びに空間放射線量率について調査した．茶につい

ては 2 試料から，土壌については 2 試料から

Cs-137 が検出されたが，過去に検出された値と同

程度であった．また，その他の試料についても

2016年度から 2018年度までの過去 3年間の値と

ほぼ同程度であり，異常値は認められなかった． 
 

文献 
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月 間 降 下 量
測 定 数 最 低 値 最 高 値 （MBq/km2 

）

2019年    4月 83.7 6 N.D N.D N.D
5月 365.6 10 N.D N.D N.D
6月 330.2 14 N.D N.D N.D
7月 924.2 12 N.D N.D N.D
8月 182.2 10 N.D N.D N.D
9月 481.1 14 N.D N.D N.D

10月 248.1 10 N.D N.D N.D
11月 55.2 5 N.D N.D N.D
12月 111.4 6 N.D N.D N.D

2020年   1月 128.8 10 N.D N.D N.D
2月 61.8 6 N.D N.D N.D
3月 201.7 8 N.D N.D N.D

年　間　値 3,174.0 111 N.D N.D N.D

－ 306 N.D N.D N.D

*1　過去3年間の計　　　*2　過去3年間の最小値　　　*3　過去3年間の最大値

*4　過去3年間の最小及び最大値

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

過去3年間

(2016～2018年度)

放 射 能 濃 度（Bq/L）採　　水
年　　月

降 水 量
（mm）

表１  定時降水試料中の全β放射能測定結果

＊１ ＊2 ＊3 ＊4＊１ ＊2 ＊3 ＊4＊１ ＊2 ＊3 ＊4＊１ ＊2 ＊3 ＊4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019年度に検出

検体数 されたその他の

最低値 最高値 最低値 最高値 人工放射性核種

宮崎市 2019.4～2020.3 4 N.D N.D N.D N.D なし mBq/m3

〃 2019.4～2020.3 12 N.D N.D N.D 0.22 なし

〃 2019.6 1 N.D N.D なし

1.2 2.1 なし

120 320 なし

2.1 2.5 なし

430 550 なし

〃 2019.8 1 N.D N.D なし

ﾀﾞｲｺﾝ 高鍋町 2019.12 1 N.D N.D なし

ﾎｳﾚﾝｿｳ 〃 2019.12 1 N.D N.D なし

川南町, 都城市 2019.5 2 0.15 0.31 N.D 0.49 なし

高原町 2019.8 1 N.D N.D なし

試 料 名 採取年月

2019.8

2019.8

1

表２　ゲルマニウム半導体検出器による環境及び食品試料中のγ線核種分析結果

137Cs 2016～2018年度の

2019年度の値 過去3年間の値

大気浮遊じん

降 下 物

単　位

N.D
N.D

採取場所

陸水(蛇口水)

土
壌

0-5 cm 〃

5-20 cm 〃 1
1.4
390

精 米

野
菜

茶

牛 乳

MBq/km2

mBq/L
Bq/kg乾土

MBq/km2
1.4
190

N.D

Bq/L
(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

Bq/kg乾土

MBq/km2

Bq/kg精米

Bq/kg生
Bq/kg生
Bq/kg乾物

N.D

N.D
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最低値 最高値

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月
1月
2月
3月 38

32

表３　NaIシンチレーションサーベイメータによる地上１ｍ高さでの
空間放射線量率測定結果（緊急時モニタリング）

38

36

34
38

34

38

測定場所 測定月

2019年度の

測定値
(nGy/h)

2016～2018年度の

過去3年間の値

（nGy/h）

32
宮崎県衛生環境研究所

（宮崎市）
4632

40

30 30

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設置場所
（単位）

測定年月 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値 最低値 最高値 平均値

2019年   4月 26 33 27 41 49 42 49 56 50 50 57 52
5月 26 32 27 41 46 42 49 55 50 49 53 51
6月 26 33 28 40 46 42 49 57 51 49 62 52
7月 26 35 28 40 50 42 48 59 51 49 61 52
8月 25 32 27 40 44 41 48 52 50 48 53 51
9月 25 32 27 40 42 41 47 52 49 48 52 50

10月 26 31 27 40 46 41 49 55 51 49 56 51
11月 27 31 27 41 43 42 49 55 51 51 56 52
12月 26 39 28 41 49 42 49 60 51 50 58 52

2020年   1月 26 39 29 40 47 42 49 60 52 50 59 52
2月 26 36 28 41 51 42 49 60 51 50 63 52
3月 26 37 28 41 49 43 49 60 51 50 56 52

年　間　値 25 39 28 40 51 42 47 60 51 48 63 52

25 51 29 40 53 42 47 65 51 48 81 55

        表４　モニタリングポストによる空間放射線量率測定結果 

衛生環境研究所（宮崎市）
（nGy/h）

過去3年間

(2016～2018年度)

都城保健所（都城市）
（nGy/h）

小林保健所（小林市）
（nGy/h）

延岡保健所（延岡市）
（nGy/h）

 

 
 

 

鮮魚中のヒスタミン産生菌に与える温度管理の影響について 
 

上原直美 保田和里１） 前田智子２） 野口辰美３）  
 

Effect of Temperature Control on Histamine Producing Bacteria in Fresh Fish  
 

Uehara Naomi，Yasuda Asato，Maeda Tomoko，Noguchi Tatsumi 
 

要旨 
 

本県では 2017年から 3年連続で鮮魚の温度管理の不備が原因と考えられるヒスタミン食中毒が発生
している．そこで，ヒスタミン産生菌 Raoultella planticolaをシイラに接種し，温度管理と時間経過が
ヒスタミン産生に与える影響について調査した．また併せてエラ・内臓の有無と温度管理がヒスタミン

産生に与える影響，さらに調味液と温度管理がヒスタミン産生に与える影響について調査した．その結

果，5℃以下で 6日間保存した場合，R. planticola存在下であってもヒスタミンが産生されないこと，
また，エラ・内臓の処理の有無と温度管理で，産生されるヒスタミン濃度に大きな差が出ることが確認

できた．さらに調味液中の塩分濃度がヒスタミン産生の抑制に関与する可能性も示唆された． 
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はじめに

ヒスタミン食中毒は，ヒスタミンを高濃度に含

む食品，特に魚類及びその加工品を摂取すること

で発症し，発疹，悪心，頭痛などのアレルギー様

症状を引き起こす．ヒスタミンはアミノ酸の一種

であるヒスチジンを多く含む食品を常温で放置

するなど，不適切な管理により食品中のヒスタミ

ン産生菌が増殖し，ヒスチジンを代謝することで

生成される．主なヒスタミン産生菌として腸内細

菌科細菌の Morganella morganii，Raoultella 
planticola，ビブリオ科細菌の Photobacterium 
damselae，Photobacterium phosphoreum等が知
られている１）．  
本県では 2017年から 3年連続で赤身魚のシイ

ラを原因食品とするヒスタミン食中毒が発生し

ており，原因菌としてそれぞれ 2017 年に R. 
planticola，2018年，2019 年に P. damselaeが
検出された．いずれもシイラの加工段階での温度

管理の不備が原因と推定されたことから，今回温

度管理がヒスタミン生成に与える影響について

調査したので報告する． 

方法 
 

１ 菌液 
腸内細菌科細菌 R. planticola（2017年 8月の

食中毒検体由来）を使用した． 
 
２ R. planticola接種後のヒスタミン量の推移 
宮崎市内のスーパーで購入したシイラの切り

身から 2ｇを無菌的に採取した．これに菌液を
1x10３CFU/gとなるように接種した後，-20，5，
10，20，30℃で保存した．それらを接種から 0，
6時間，1，2，3日，-20，5，10℃のみ 6日が経
過した時点でのヒスタミン生成量を測定した． 
 
３ エラ・内臓の有無によるヒスタミン量の推移 
宮崎市内のスーパーで購入したウルメイワシ

を頭，内臓を除去し水洗いしたものと，処理を施

さないものとに分け，ビニル袋に入れ，5，25℃で
保存した．それらを 24，48及び 72時間が経過し
た時点（25℃は 24 時間のみ）でのヒスタミン生
成量を測定した． 
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